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供給拠点を集中的に立地させ Iジャスト・イ γ ・タイム方式〔かんばん方
式)Jにもとづいて部品を供給させようとしていると伝え bれるヘ同じ報道はァ

































































































第3・4号 (1982年9. 10月〕および第130巻第5. 6号(1982年11.12月〉に発表した。
3) 溶張上程や塗装工程のロポットイじりためり投資は，こUカテゴリー に属する。













































































































































































































































に組んでも目標が達成できないときには，設計変更が提案される ζ とも， しば
しばある。したがって，図面が確定するまでの間に，工程計画の側から製品設










































































































































7) この値は，必ずしもすべての部品メー カー に対して一律ではない。























































日本における部品取引の構造 (260 157 
のような補償のルールはない。」たがって，この種の成長費用の支出は，部品






















8) 植草益「産業組織論~ C!iL摩書房， 1982年)， 121へ ジ。
9) たとえぽ， G社は. 1)0パー セント田貸与図メー カ として出発したが， しだいに部品目開発
能力を持つに至り，現在では， 15ハー セント程度は承認図となるに至っている。
158 (262) 第J3S巻第3号
の安全弁として利用されるということが強調されてきた。これは，契約的枠組
に置き直していえば，親企業が部品または加工サーピスの発注をスホット的に
行えるような枠組を前提していよう。しかし，少なくとも日本の代表的な完成
車メーカーの慣行では，承認図メ←カ に対しても，また貸与図メーカーに対
しても=いったんある毛デルのある部品が発注されれば，そのモデルの生産が
続く聞は，継続的に発注が行われる。たしか I~，売れ行きが当初の目標より悪
ければ，発注量は予定より減るが，発注者の側でも同じ比率で生産量が目標値
よりも減っているのであり，かっ型に関して発生する固定費については，発注
者の側がリ見グを負担している。さらに，そのそデノレの生産が終了したからと
いって取引関係が打ち切られる事態ほ，通常は起こらず，取引関係が継続する
方が普通である。従来の通念とは逆に，スポット市場的でない関係を通じてリ
スク・シェアリングが行われていると見るべきであろう。
